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＜連絡事項＞

・吉田　光良様～主治医面談予定となっていますが、日時調節中です。

・村松　茂治様～本日３/１０（木）御家族（お兄様）・ソーシャルワーカー・病棟スタッフとアルコループログラム３か月目からの外泊訓練・退院後の受け入れについて面談を行っています。御家族からは、入院前に入居していたアパートは引き払ったとの事で、外泊訓練先としてお兄様の家となる予定となりますが、お兄様の奥様（兄嫁）の反対等もあり、退院後の受け入れについては未定ですとのお話がありました。

　　　　　　　　ソーシャルワーカーより、外泊訓練前に御家族へ病気の知識を持った上で御本人との関わりを持ってもらえるよう、御家族に対する勉強の機会をこちらで提供出来る事を伝えています。また、外泊訓練の日時についても御家族で話し合い都合の良い日を連絡して頂くよう伝えています。

　　　　　　　　受け持ち担当スタッフ、アルコール担当スタッフはソーシャルワーカーと連絡を取り、御家族に対する勉強会の提供について話し合って下さい。外泊訓練については、３/１６以降予定となっています。

・行事委員会～ソフトバレーボール大会が開催されます。

　　　　　　　　日時：３月２４日（木）　１４：００～１６：００

　　　　　　　　場所：集会室

　　　　　　　参加者：西病棟からはＡユニット患者様参加予定となっています。

　＊企画書については、病棟ディスクマットに挟んでありますので、各自で目を通して下さい。不明な点・質問については担当スタッフ（三和）まで聞いてください。

　　　　　　　　

＜臨時薬処方＞

・蛯名　勝幸様～咳嗽・咽頭痛の風邪症状の訴えあり、内科受診行っています。３/８（火）　　　　　　　　よりＰＬ顆粒臨時処方となっていましたが、３/１０（木）朝食後薬で止　　　　　　　　めになり、３/１０（木）昼食後薬より臨時薬処方となっています。

１）サマセフ（250）３Ｃ　ヨウフェナック（25）３Ｔ　レスプレン（20）３Ｔ　３×１　４日分

２）オラドールトローチ４Ｔ　４×１　　４日分

＊また、38.0℃以上の発熱の時アンヒバ坐薬（200）１ヶ挿肛の予測指示出ています。

・下口　政子様～咽頭痛・痰がらみ・咳嗽の訴えあり、内科受診行っています。３/１０（木）昼食後薬より臨時薬処方となっています。

1） サマセフ（250）３Ｃ　レスプレン（20）３Ｔ　３×１　４日分

2） オラドールトローチ４Ｔ　４×１　　４日分

＜作業評価・検討＞

・畑山　和光様～３/２（水）より作業療法導入となっていますが、現在は本を見ながら自由画（模写絵）を行っています。丁寧に寸法を図りながら見本そっくりに書き写し、色塗りも慎重に行っています。導入したばかりの頃には、パズルを行っていましたが、１時間位で仕上げています。1,000ピース位の大きなパズルを行いたいと話されていましたが、気分転換と話され自由画を取り組んでいます。問題点も見られずに、他者との交流も適度に取れています。御本人からも「今の位で丁度良い。楽でもなく、難しくもなく良い。」と話されています。

　　　　　　　　今後として、気分転換を図りながら家に帰ってからも取り組める物を提供していきたいと考えています。

　　　　　　　　病棟からも気になる点等がありましたら、作業スタッフへ情報提供していきましょう。

・岩崎　誠一様～本日３/１０（木）より作業療法導入となっています。表情の冴えなさ見られ、御本人からも倦怠感の訴え聞かれています。御本人からは「あまりゴチャゴチャした物をやると疲れる。前に比べると集中力も低下している。」と話されています。パズルを提供していますが、ほとんど手を付ける事なく作業室をウロウロと歩かれたりと集中力に欠ける行動見られています。スタッフ側からは、継続参加出来る事を目標にしていく事をアドバイスしています。昨日の外出の様子について「２時間、何もしないで寝てきた。」と話されています。また、家のことについてや御家族について悩んでいる事を話されています。本日、作業終了の際には「明日から漢字ドリルでもやろうかな。」と話されています。

　　　　　　　　今後として、御本人が行いたい漢字ドリルを取り組んで頂きながら様子観察をし、継続できる物を提供していきたいと考えています。

　　　　　　　　また、御本人から悩んでいるとのお話がありましたので、話をしてきたら聞く等し対応をしていきましょう。

＜疾病教室評価・検討＞

・阿部　善江様～３/７（月）から疾病教室導入となっています。

　　　　　　　　入院した経緯について、御家族に対し関係が上手くいっていなかったと話されていますが、自覚のなさが伺えています。怠薬については、薬をもらいに来る時期にイライラ等があり、来れなかったと話されています。

　　　　　　　　病状については、幻聴は無いがイライラ・興奮があったと話されています。

　　　　　　　　薬と病状について、フィルター図を使用し説明をしていますが、坂本様の話を聞きながらですが「自分は幻聴とかなかったから、自分には当てはまる感じは受けない」と病識に欠ける発言聞かれています。

・坂本　健治様～３/７（月）から疾病教室導入となっています。

　　　　　　　　自己の症状については「幻聴」と話されています。幻聴については「良い幻聴も悪い幻聴もあった」等話されています。スタッフに対して積極的に質問をされ、病気については興味ある様子伺えています。薬については「症状が良くなったら飲まなくてもいいのではないか？一生飲む事に抵抗がある」と話されています。

　　　　　　　　薬と病状について、フィルター図を使用し説明をしています。説明に対しては「分かります」と話されています。

＜川端Ｄｒ担当患者様ケースカンファレンス＞

・吉田　光良様～表情の硬さ、スタッフ声掛けに対しての返答のなさが見られています。夜間の中途覚醒あり、日中の居眠り見られています。夜間の尿失禁見られていますが、多量飲水によるものだと考えられます。御家族との面談予定していますが、日程は調節中です。主治医から御家族には、現在状態が不安定な事をお伝えし、外出する際には、万が一の事もある為、妹様ひとりではなく、旦那様等男性の方も付き添うなどし、十分に気を付ける事をお話したいと考えていますとの事です。２/２５より、服薬調節行っていますが、今回も服薬調節していく為、歩行時のふらつき、日中の眠気の有無、硬直性の痙攣等に注意し観察していきましょう。

・清川　厚子様～３/２０退院予定となっています。現在、落ち着いた様子伺えている為、継続し入浴等きちんと行い保清保てるように関わっていきましょう。

・堀内　泰子様～昨日、主治医・御家族（息子様・娘様）と面談行っています。その際、退院後服薬に不安があるとの事で、デポ剤の導入を考えている事を説明しています。デポ剤について、御本人が拒む可能性が考えられますが、退院に向けて行わなければいけないと説明をしていく方針です。先週３/３問診時には、表情を硬くされ「超能力者でも注射をしても良いんですか」と妄想発言されていますが、妄想はずっと続いている為、妄想がある中で日常生活に支障がないよう、生活出来るようにカアくぁ里を持っていきましょう。デポ剤については、来週３/１７問診時を予定としています。

・兼田喜代治様～退院受け入れ先についてソーシャルワーカーが動いていますが、今現在決まっていない状態です。現在、落ち着いて生活出来ている為、継続していけるように関わっていきましょう。

・平　　京子様～血圧３検で様子観察しています。血圧高めとなっていますが、自覚症状ない様子伺えています。継続し、血圧測定・自覚症状の有無等を観察していきましょう。

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　

接遇勉強会　　テーマ：これだけはやめてほしいスタッフの対応　　　　担当：畑中

資料として患者様対応トラブル予防・解決ガイドを使用します。

事例・・・「これしてね」「美味しかったかい？」など、スタッフ側が上に立ったような言葉遣い

人間関係の場で考えてみましょう。援助する側、援助される側という関係になると、自動的に援助される側が一段下がった立場という関係になってしまいます。（図）

したがって普通に話をしていても、相手には上から物を言っているような言い方に聞こえてしまうものです。対等の立場にしようと思えば、同じような言葉遣いではなく、相手の方よりも少し丁寧な言葉を遣ってちょうどいいのです。

また、どうしても援助をしていると“やってあげている”という気持ちが言葉・行動に出てしまいがちです。援助する側も援助される側もお互いに相手がなければできないのですから、相手に感謝をするぐらいの気持ちにならないと、上からものを言ってしまいがちになるのです。

援助する側から「おいしかったかい？」と言われれば、援助される側は抵抗のしようがありません。善意で強制されれば、逆らいようがないのです。そして、その気持ちは、ほとんどの相手から表出されることはないでしょう。

力のある側、よく知っている側、援助する側が気付いて、変化する事が大切です。

（図）
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